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技術の概要

有機溶媒や成膜助剤などの有機成分を一切含んでいない金属塩と水のみで調製された

水溶液をコーティング液とする低コスト・低環境負荷なセラミック薄膜の製造プロセス

基材を一定速度で引き上げて膜を塗布する「ディップコーティング」において、「0.1 cm 

min-1以下の超低速条件」で基材を引き上げると、コーティング中に溶媒の蒸発が進み、

溶質成分が基材上に沈着しながらコーティングが進行するようになる。

「超低速条件」でコーティングを行うことで、表面張力の高い水溶液をコーティング液とし

ながらも、基材にはじかれることなく均一なセラミック薄膜を作製することが可能となる。

本技術では、 「0.1 cm min-1以下の超低速条件」 でコーティングを行うことで、有機物を含まない
金属塩水溶液をコーティング液に用いたTiO2、SnO2、WO3およびITO薄膜の作製に成功している。
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